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江戸時代の末から始められた勇払平野の開発は、蝦夷地と呼ばれた北海道の発展の大きな礎

となりました。砂堆を掘り込んで建設された大規模港湾は、この地域を道内有数の工業と流通

の拠点都市に押し上げました。その一方で湿原をはじめとする自然が失われてきました。 

21世紀は環境の時代といわれ、私たちは、すぐれた自然環境をどのように保全、再生し持続

的に利用していくかという大きな課題に直面しています。本文にも記述しましたが、北海道の

湿原の大きな特色である泥炭の形成は、年間１mm程度といわれています。１ｍの泥炭が形成さ

れるには、1000年という実に長い時間を要します。 

本調査では、湖沼調査、土地利用調査、地形調査という、これまで国土地理院が行ってきた

地理調査の技術や情報の蓄積を活用して、主に地理的側面からウトナイ湖の湖沼データや勇払

平野の土地利用・地形データをまとめました。この調査結果は、ＧＩＳデータとして提供する

ことも予定しています。 

本調査で得られたデータを基礎資料として、動植物調査や水質・気候等の環境調査などと相

まって、自然と共生する地域づくりに活用されることを期待します。 

 

調査に際して、北海道室蘭土木現業所、苫小牧市、千歳市、早来町、厚真町、(株)苫東、    

苫小牧港開発(株) 、北海道開発局石狩川開発建設部千歳川河川事務所、同室蘭開発建設部、  

その他関係機関よりボーリングデータや都市計画図をはじめ各種資料を提供していただきまし

た。また、ウトナイ湖サンクチュアリネイチャーセンター、ウトナイ湖野生鳥獣保護センター、  

苫小牧市博物館、その他多くの方より貴重な助言をいただきました。以上の方々に深く感謝い

たします。 

 

なお、本調査は地理調査部地理第二課(当時)及び環境地理課(2002年度組織改編により発足)

が担当し、次のとおり作業を行いました。 

計画指導 地理第二課長   関口民雄 

環境地理課長   中島秀敏 

環境地理課長補佐 内川講二 

現地調査及び編集・報告書作成 

ウトナイ湖湖沼調査(1999年) 稲沢保行、羽生栄、小澤安二（以上地理第二課） 

湖沼湿原調査検討作業現地調査(2001年) 

田中幸生、大井信三、稲沢保行、小澤安二（以上地理第二課） 

湖沼湿原調査現地調査及び編集・報告書(2002～2003年度) 

安藤久満、山根清一、齋藤俊信、松元拓朗（以上環境地理課） 

 

本報告書に使用した地形図等は、国土地理院が発行している２万５千分１地形図、５万分１

地形図、20 万分１地勢図及び国土地理院が作成した旧版地形図です。また、使用した写真は、

国土地理院撮影の空中写真、国土地理院が保有する米軍撮影の空中写真及び現地調査等で撮影

したものです。 

 

2004年 3月 

国土地理院地理調査部環境地理課 
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